
　　玉砥石と駿河玉造郷

　沼津日枝神社（山王さん）の旧参道脇の 1里塚（警察署裏の旧東

海道沿い)の一郭に玉砥石と記された標柱と 2本の石が建っています

（写真　１）。説明板によると、県の指定考古資料であり、今から千二・

三百年前に玉類を磨くために用いられた砥石と伝えられています。

確かに二本の石の表面をよくみると、大きな爪痕のような直線的な筋

が何本か見え、石の玉を磨いた跡とも見受けられます（写真　３）。 

　説明板によると、承平年間(九百三十一～九百三十八)に書かれた

『和名類聚抄』（わみょうるいじゅしょう）という書物《平安時代中期に発

行された辞書》の郷名には、駿河国駿河郡《現在の駿東郡》に玉造

郷の名が見え、この玉造郷は、一説では香貫地区一帯であったとさ

れています。この説を支える根拠としては、黒瀬橋を渡った狩野川対

岸には玉造神社（写真　２）があり。また近くには、玉砥石が使われて

いたと考えられる時代の大集落である御幸町遺跡や藤井原遺跡があ

りました。また香貫地区には、かつて多くの古墳があり、そこには天神

洞 ３号墳という玉類を数多く出土した古墳もあります。　なお、全国で

は玉造郷に類する郷名として『和名類聚抄』には、（表　１）のように８

つ見ることができ、また玉造神社に関する名称として『延喜式』（えん

ぎしき）《平安時代の律令の細則で神社の祭神や格などを知ることが

できる》所載の玉造・玉祖神社の類は５つを数えることができます。な

お、『延喜式』では玉造水神社を伊豆国田方郡としていますが、かつ

て狩野川は伊豆と駿河の境とされていた時代があり、香貫が伊豆国

として記載されたものかも知れません。つまりは平安時代中期以前に

はすでにこのあたりには玉造のムラがあったと考えられるのです。 

玉砥石（写真　１）

玉造神社（写真　２）

とぎ跡（写真　３）



　　天神洞古墳群

　（写真５）は沼津市中瀬町天神公園にある復元された天神洞

古墳です。かつてこの地区一帯には香貫九十塚と称される古

墳群が存在していました（図１）。昭和４５年に行われた土地区

画整理より確認された天神洞古墳群はこの香貫九十塚の一つ

で、調査により十余基の古墳が確認され三基の古墳の発掘調

査がなされました。 

　発掘された古墳はいずれも横穴式石室の下部を残すのみで

したが、副葬品として、武器類や装身具、土器類などが数多く

出土しました。特に天神洞３号墳からはメノウ製勾玉や水晶製キ

リコ玉碧玉製管玉など各種の玉類が９０点ほど出土し貴重な発

見となりました（写真 6）。 

　　藤枝市鬼岩寺の　鬼かき石（玉砥石？）

　（写真４）は静岡県藤枝市にある鬼岩寺の「鬼かき石」といわれるものです。伝承として、「昔この地に魔魅（悪鬼）が出現し、こ

の岩にて爪を砥ぎ里人を悩ました。弘法大師はこれを聞き真言の密法をもって鬼を岩に封じ込め、諸人を救った。よってこの石

を『鬼のかき石』と呼ぶ（石の爪跡と見るべし）、この爪あとを三回なでると手芸事が上達するという」としており、一説には玉を砥

いた石であるとも言われている。なお、寺の裏の丘陵には静岡県指定史跡の若王子（にゃくおうじ）古墳群があります。 

佐藤民雄　1980　「玉造神社の研究」『沼津市歴史民俗資料館紀要　４』沼津市歴史民俗資料館より鬼かき石　（写真　４）

天神洞古墳〈復元〉（写真　５）

香貫九十塚　（図　１）

天神洞3号墳出土玉類　（写真　６）



すっぽりと入る

　　ガラス製勾玉と鋳型

　愛鷹山山麓には旧石器時代からの数多くの遺跡がありますが、今から約二千年前から千八百年前の弥生時代から古墳時

代の初めにかけての大きな集落がいくつか見つかっています。その中の東部運転免許センターと新東名高速道路建設に伴う

「北神馬土手遺跡・植出遺跡」からは弥生時代の貴重なガラス製の勾玉（写真　７）が発見されました。そしてその１０年後、隣

接する「植出北Ⅱ遺跡」からは、ガラス勾玉を作るための土製の勾玉の鋳型が４点（写真　８）が発掘され、そのうちの一つの鋳

型が１０年前に発見された北神馬土手遺跡のガラス製勾玉と形が一致したのです。この事は弥生時代には、愛鷹山山麓で鋳

型によるガラスの勾玉が生産されていた事をものがたっており、鋳型４点はこの地域の土を使って作られているのも判り、静岡

県の有形文化財（考古資料）に指定されました。なお、沼津市一本松・桃里の中原遺跡ではガラス製小玉を作るための鋳型

（写真　９）も出土しています。 

　ガラス製玉の製作行程

大田区立郷土博物館編　平成 13年『ものづくりの考古学』‐原始・古代の人々の知恵と工夫　より

ガラス製勾玉　（写真　７）

勾玉鋳型　（写真　８）

ガラス小玉鋳型　（写真　９）



　　高尾山古墳出土の勾玉

　高尾山古墳被葬者の棺は木製（舟形木棺）で古墳墳丘上から掘り込まれた長さ

５ｍあまりの墓坑に直接納められていました。このような埋葬を「木棺直葬」といい、

この木棺の底には水銀朱（赤色顔料）が敷かれ、鉄製の鏃や槍、槍鉋や青銅鏡

（破鏡）などが副葬されていました（写真　１０）。また、遺骸の首あたりから下げられ

ていたと思われる位置に勾玉が一点出土しており、材質は堆積岩と思われます

が、緑黄色がかった風化層が形成されていました。勾玉の大きさは、長径1.25㎝、

短径0.95㎝、屈曲部付近の厚さは３㎜とごく小型の勾玉です（写真　１１）。また勾

玉の腹と穿孔部に朱と思われる赤色顔料が認められ、死者の鎮魂と再生を願って

勾玉に塗布されていたとも考えられます。 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　　歩いてみよう駿河玉造郷

　私たちの足元には案外知らない歴史が眠っています。そこに小さな案内板が立っていても、つい見過ごしがちです。でも、

ほんのひと時立ち止まれば、その場所をどのような人々が過ぎていき、どのような景色があったのか、垣間見えるかも知れま

せん。 

高尾山古墳副葬品（写真　１０）

高尾山古墳副葬　勾玉・実物大　
（写真　１１）


